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研究成果の概要（和文）：本研究では視点が一人称から二人称、あるいは三人称的観点へと変化したとき、人び
との評価的判断がどのように変化するのか、そして、その変化と正義と道徳が独自に有すると思しき領域に関す
る議論の妥当性を、多様でかつ大きいサイズのサンプルが得られるサーベイ実験により検証した。
　そのうえで、上記実験によって得られた知見が政治哲学にいかなる含意を与えるのかについて考察をおこなっ
た。その成果は、哲学・倫理学系や政治学系の学会にて報告しつつ、共著で論文を執筆し、国内外の査読付き学
術誌・アンソロジー（主として英語によるもの）に投稿・寄稿し、多くの論考を公刊することで発表することが
できた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined how people's evaluative judgments change when 
the perspective of evaluation changes from first person to second and third person. By doing so, we 
examined the validity of arguments related to normative domains of justice and morality. To this 
end, we conducted several types of online survey experiments that allow us to obtain a relatively 
large and diverse sample.
     We then considered the implications of the results of our experiments for political philosophy.
 The results of this research have been reported at the workshops and conferences in the fields of 
philosophy, ethics, and political science, and our co-authored papers have been written and 
submitted to peer-reviewed academic journals and edited volumes (mostly in English), many of which 
have already been published.

研究分野： 政治哲学・倫理学

キーワード： 実験政治哲学　政治哲学　倫理学　正義論　平等論　サーベイ実験

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、政治哲学の論争に一定の視座を提供しうる経験的基盤を、一般の人を被験者とするサーベイ
実験によって明らかにし、これまでにない新たな政治哲学的知見を提供するものであった。それにより、純粋理
論上の判断と実際の人びとの判断を架橋することができ、われわれがコミットしうる正義と道徳についての再定
位を図ることができた。すなわち、単なる理想的な空理空論としてではなく、「地に足の着いた」正義や平等の
あり方を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
倫理学・政治哲学においては旧来より、各人の自己利益などから距離を置き、公平な判断を導

き出すための「不偏的視点」が重視されてきた。ロールズは無知のヴェール、すなわち、誰もが
自分の生まれつきの能力や社会的地位について知らない状況の中で合理的に選択される原理こ
そ、全員が遵守しうる「正義」原理となることを論じ、以降論争がやむこなく続いている。 
 しかしそうした原理は、いかなる不偏的視点によって導き出されるべきなのだろうか。ロール
ズの議論では、間主観的視点としての二人称的観点が重視されている。これとは対照的に功利主
義では、三人称的な不偏的観点から全体の利益への評価が可能だと想定されている。こうした人
称的観点の相違は、現代の平等論をめぐる論争における重要な論点でもある。平等論には自分で
は統御不可能な要因を「（自然の）運」と捉え、その影響の中和を謳う運の平等論と、人間同士
が抑圧的な関係に陥らないように分配を進めていくことを重視する関係的平等論がある。 
 このように人称的観点の違いが理論間の相違や論争を生んでいるとの認識が深まる一方で、
その観点の相違が実際の人びとの道徳や正義にかかわる評価的判断にどのように影響を与える
のかという研究は十分に行われていない。 
経験科学領域では、進化生物学、行動病理学、道徳心理学など、倫理をめぐる問題に取り組む

研究が急速に進展している。正義や平等をめぐる研究においても、実際に異なる人称的観点がど
のような正義原理を導くのかについて実験することは可能であろう。そのような人称による評
価的判断の違いを経験的に措定する研究は、正義や道徳の関係を再定位することにも繋がる。そ
の点は、研究開始当初においても、また今日においても変わることなく言えることである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、人称的観点の違いによって繰り広げられる政治哲学上の論争に対し、一定の視座

を提供しうる経験的基盤を実験により、これまでにない新たな政治哲学的知見を提供するもの
である。とくに本研究では、人称による評価的判断の変化やその差異の要因をオンラインでおこ
なうサーベイ実験を通じて明らかにし、そして、その作業を通じて我々が希求する正義や道徳に
ついて再定位を図ることを試みる。 
本研究の特色は、正義や道徳の再定位を図り、それらが機能する独自の領域が存在することを

明らかにすることで、社会規範の由来や所在の解明を目的とする社会・進化心理学的研究などと
は異なる視座を提供するものである。また、実験政治哲学という新たな研究領域の確立を目指す
点も、大きな特色としてあげられる。未だ政治哲学では、実験的手法をその方法として導入する
研究は少ないなかで、サーベイ実験により正義や道徳の経験的基盤を探る本研究は、既存の方法
論を刷新する試みでもあると言える。 
 以上の特色を有する本研究は、人称的観点を軸に正義と道徳の体系を問い直す試みであると
いう点で、政治哲学への含意を多分に持ち合わせた研究である。人称的観点による評価的判断の
経験的変化を探る本研究は、正義の具体的な要求がどのような特徴を有するのかについて明ら
かにすることを目的とするものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では視点が一人称から二人称、あるいは三人称的観点へと変化したとき、人びとの評価

的判断がどのように変化するのか、そして、その変化と正義と道徳が独自に有すると思しき領域
に関する議論の妥当性を、大きいかつ多様なサンプルが得られるサーベイ実験により検証する。 
数ある評価的判断のうち、本研究が着目するのは主に資源分配についての判断である。したが

って、資源分配に関する選好に対して人称的観点の変化が与える影響を実験により明らかにす
ることが、本研究における最たる検討課題となる。もちろん、実験結果に基づきつつ、政治哲学
の観点から正義や道徳の適切な役割について検討を加え、政治哲学の深化を図ることも本研究
における重要課題の一つである。 
 本研究は、実験政治哲学という新しい領域での研究である点や異なるタイプの実験を複数回
実施する点などを考慮し、 研究期間は 4年間とする。この研究期間の間、二人称班（坂本治也・
善教将大・秦正樹）と三人称班（清水和巳・若松良樹・宇田川大輔）のそれぞれが、相互に綿密
な打ち合わせをおこないながら、複数の実験を実施する。なお代表者の井上彰は、両グループの
調整並びに研究プロジェクト全体の統括も行うこととする。 
本研究はまず 2018 年度に、倫理学や政治哲学、実験的手法などに関する先行研究の整理・検

討をおこなった後、すぐに実験設計に関する打ち合わせをおこない、サーベイ実験のプリテスト
を同年の終わりまでに実施する。2019 年度以降、断続的に日本人を対象とするサーベイ実験（本
実験）を実施する。調査対象は 18 歳以上男女だが、調査会社のモニタを利用する（性別、年齢
比などが国勢調査と一致する形で調整）。 
 最後に 2021 年度に結果を総括すると同時に、上記実験によって得られた知見が政治哲学にい
かなる含意を与えるのかについての考察をおこなっていく。実験によって得られた知見がどの
理論のどの前提、推論あるいは構想にインプリケーションを与えるものなのかを具体的に検討



し、人称的観点を軸にいかなる正義と道徳の体系がそれぞれの価値の適正な使用を促すのかに
ついて考察を加える。研究成果は、積極的に哲学・倫理学系、政治学系、経済学系の学会にて報
告しつつ、共著で論文を執筆し、国内外の査読付き学術誌へ投稿する。さらに実験政治哲学の最
前線という形で研究成果をまとめた著作の公刊も目指す。 
 
４．研究成果 
(1)2018 年度は、研究代表者である私井上彰を中心に、倫理学や政治哲学、実験的手法にかんす
る先行研究のサーベイをおこないつつ、科研メンバーが一堂集まったうえで実験に向けての打
ち合わせをおこなった。そのうえで、サーベイ実験のプリテストを中心に、二人称班と三人称班
に別れて実験をおこなった。 
 先行研究のサーベイについては、井上彰が（共）編著者となって『ロールズを読む』（ナカニ
シヤ出版、2018 年）、『人口問題の正義論』（世界思想社、2019 年）として公刊したのを皮切りに、
二人称班と三人称班の理論パートをそれぞれ担当する坂本治也と若松良樹が、本科研のプロジ
ェクト、すなわち、実験政治哲学のプロジェクトに還元しうる研究成果をあげている。 
 科研メンバーが一堂に集まるメーティングについては、6月 15日（金）14:30～17:00 に早稲
田大学 3号館 12階ディスカッションルームにて開催された。当該打ち合わせでは、今後取り組
むべき実験政治哲学研究について話し合われ、とくに運の平等論実験（三人称班）と無知のヴェ
ール実験（二人称班）の有意義性について批判的に検討した。 
 そのうえで、2018 年度夏以降、各班に別れて実験をおこない、三人称班についてはその一部
が Review of Philosophy and Psychology 掲載の論文として結実し、二人称班については論文
執筆中のものと現在投稿中の論文となっている。くわえて、善教将大や秦正樹の実験政治学的研
究成果や、清水和巳と宇田川大輔による共著は、実験政治哲学のプロジェクトに直接的に貢献し
うる成果とみなしうる。 
 
(2)2019 年度の研究では、2018 年度におこなった先行研究のサーベイやプリテストをふまえて
サーベイ実験を 2件、実施した。調査会社（株式会社サーベイリサーチセンター）のモニタを利
用し、性別・年齢比などを国勢調査と一致させるよう調整するなどして、サンプリングに最大限
の注意を払うかたちで実験をおこなった。 
 二人称班では秦正樹を中心に、政治哲学において現在注目を集めているロトクラシーやエピ
ストクラシーの受容度にかんする実験をおこない、二人称班が重視する「地に足の着いた」不偏
的道徳原理の探究に向けた本格的調査を実施した。三人称班では、清水和巳を中心に、無知のヴ
ェール実験において、分配される側の人数の違いが及ぼす影響にかんする実験、および、トロリ
ー問題への正義論上の「公開性」要求の影響について実験をおこない、三人称の道徳倫理にかか
わる貴重な実験データが得られた。両者とも、次年度に予定している追加実験や、学会報告や論
文公刊といった、直接の研究成果につながる実験となった。 
 研究打ち合わせについては、二人称班、三人称班ともに断続的におこない、実験デザインの練
り直しや現在投稿中の論文の再査読・再提出に向けての調整・準備をおこなった。 
 具体的な成果としては、研究代表者の井上彰が、実験政治哲学研究の思想的・方法論的基礎と
なる知見を提供しうる『正義論』（共著）を公刊したのを皮切りに、坂本治也・秦正樹ほかによ
る市民参加にかんするサーベイ実験に基づく研究成果、若松良樹らの世代間正義における独立
性の問題といった、三人称的観点にかかわる世代間倫理の問題に迫る研究成果、清水和巳らの時
間不整合性にかんする実験研究の成果、善教将大の維新支持の構造に迫る実証的研究の成果、そ
して、宇田川大輔らによる所有者の購入価格がレントに与える影響に迫る実験研究の成果があ
げられる。 
 
(3)2020 年度についてはコロナ禍により、計画通りに実験ができずに予定していた実験費用分を
繰り越さざるを得なかった。2021 年度についても、引き続きコロナ禍に見舞われたことで、実
験の実施は年度末になった。ただ 2021 年度は、これまでのサーベイ実験の結果を総括し、これ
までの実験によって得られた知見が実験政治哲学、ひいては政治哲学にいかなる意義をもたら
すのかについて検討する成果を公表した。具体的には、実験によって得られた知見がどの理論の
どの前提、推論あるいは構想にインプリケーションを与えるものなのかを検討し、人称的観点を
軸にいかなる正義と道徳の体系がそれぞれの価値の適正な使用を促すのかについて考察を加え
た成果を日本語と英語で発表した。 
 たとえば、トロリー問題への正義論上の「公開性」要求の影響にかんする三人称班の実験研究
について、その成果（"The Trolley Problem and the Ethics of Autonomous Vehicles in the 
Eyes of the Public: Experimental Evidence" In Autonomous Vehicles Ethics: The Trolley 
Problem and Beyond)が公刊された。また、代表者の井上彰はその成果をふまえて、実験政治哲
学において、単に規範的原理が受容可能であるかどうかだけでなく、実践されるものであるかど
うかを確かめることの重要性について日本選挙学会にて報告した。この成果は、将来岩波書店か
ら刊行予定の井上彰著『実験政治哲学』に収録される予定である。 
 
(4)2021 年度末におこなった二人称班、三人称班それぞれのサーベイ実験により、有意義な結果



が得られたことをふまえ、それぞれの班で当該結果をふまえて論文化の作業をおこなった。 
①二人称班では、人びとが社会規範の影響を受けて、自らが正しいとする判断の表明を控え、

世間迎合的な選好を形成するメカニズムを明らかにすべく、投票権を付与する若者の年齢を引
き下げることについてのサーベイ実験を実施した。その結果、バイアスが顕著に検出された。す
なわち、若年層の投票権付与に代表されるセンシティヴなイシューの場合、人びとが自らが正し
いとする選好の表明を控える傾向があることがわかった。なお、その結果をふまえて、
"Sensitivity Bias in the Preferences Regarding Youth Suffrage: Evidence from a List 
Experiment in Japan"と題する論文を投稿準備中（完成目前）である。 
②三人称班では、事態を評価対象とする分配的正義のパターン原理のうち、どのモデルがより

直観適合的かについてサーベイ実験をおこない、その適合性を AIC に基づくモデル適合性によ
って測定する方法について検討した。その結果は、モデル適合性をふまえたパターン原理の検証
の方法論上の有意義性を示すものであった。なおその結果をふまえて、"Real Reflective 
Equilibrium and Model Selection: A Methodological Proposal from a Survey Experiment on 
the Theories of Distributive Justice"と題する論文を執筆し、投稿した（現在審査中）。 
事故繰越により、4 年で完結する予定だった本研究プロジェクトは、2022 年度まで継続するか

たちになったが、その分、論文化に力を入れたこともあり、優れた研究成果をあげることができ
た（あるいは、その見込みである）ことをここに記しておきたい。 
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候補者の笑顔と投票選択：若年層を対象とするコンジョイント実験より

議員行動とNPO政策：NPO政策を推進するのは誰か

 １．発表者名



2018年

〔図書〕　計19件

2022年

2021年

2022年

496

320

272

Oxford University Press

Oxford University Press

中央公論新社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

Akira Inoue, Kazumi Shimizu, Daisuke Udagawa, Yoshiki Wakamatsu

Akira Inoue, Masahiiro Zenkyo, Haruya Sakamoto

秦正樹

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

Autonomous Vehicle Ethics The Trolley Problem and Beyond (The Trolley Problem and the Ethics of
Autonomous Vehicles in the Eyes of the Public: Experimental Evidence)

Oxford Studies in Experimental Philosophy Volume 4 (Making the Veil of Ignorance Work: Evidence
from Survey Experiments)

陰謀論

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ２．発表標題

日本選挙学会
 ３．学会等名

善教将大・稗田健志
 １．発表者名

 ４．発表年

誰がポピュリストの言説を支持するのか：サーベイ実験による検証
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